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明
治
期
の
女
子
書
簡
文
に
お
け
る

「
参
ら
せ
候
」
の
衰
退

―
―
明
治
期
女
子
用
往
来
物
を
資
料
と
し
て
―
―

は

じ

め

に

従
来
の
近
代
語
研
究
は
、
翻
訳
語
、
言
文

一
致
体
な
ど
、
明
治
期
の
新
し
さ

を
象
徴
す
る
言
語
現
象
を
研
究
の
中
心
と
し
て
き
た
。
し
た
が

っ
て
、
書
簡
文

の
研
徴

，
つ
い
て
も
、
国
語
体
書
簡
文
の
成
立
が
注
目
さ
れ
、
研
究
が
な
さ
れ

て
き
た
。

し
か
し
、
国
語
調
査
委
員
会
編

『
口
語
体
書
簡
文
に
関
す
る
調

査
報
告
』

（明
四
四
）
に

「社
会
に
普
通
に
行
は
る
ゝ
書
簡
文
を
調
査
せ
ん
と
し
、
児
童

に
そ
の
家
庭
に
あ
る
も
の
を
持
参
せ
し
め
、

（中
略
）
其
結
果
三
千
通
の
中
に

て
、
日
語
体
は
僅
々
四
通
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
就
中
三
通
は
女
子
の
手
に
な
り
し

も
の
な
り
き
。
」
（
四

一
ぺ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
明
治
後
期
に
お
い
て
も
、
な
お

候
文
体
の
書
簡
文
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
。
つ
ま
り
、
明
治
の
文
明
開

化
以
降
も
、
依
然
と
し
て
候
文
体
な
ど
の
近
世
に
連
な
る
も
の
が
規
範
と
し
て

意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
規
範
も
江
戸
時
代
そ
の
ま
ま

で
は
な
く
、
い
く
ら
か
変
化
を
見
せ
て
お
り
、
明
治
期
な
り
の
特
色
を
持

っ
て

い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
さ
に

″明
治
の
″
規
範
な
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
近
世
に
連
な
る
規
範
は
、
言
文

一
致
体
な
ど
の
新
し
い
規
範
が
成
立

す
る
ま
で
の
仲
立
ち
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
近
世
の
規
範
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
明
治
の
規
範
と
な

っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
や
、
近
世
に
連
な
る
明
治
の
規
範
が
、
ど
の
よ
う
に
次
代

へ
の
仲
立
ち
を
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
も
、
近
代

語
研
究
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
の
で
あ
る
。

書
簡
文
、
書
簡
語
い
の
研
究
に
つ
い
て
い
え
ば
、
近
世
以
来
の
書
簡
文
の
規

範
で
あ
る
候
文
体
の
明
治
に
お
け
る
使
用
実
態
や
変
化
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
た
ち
ば
か
ら
、
本
稿
で
は
、
候
文
体
の
書
簡
文
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
、
女
子
書
簡
文
に
多
く
用
い
ら
れ
る

「参
ら
せ
候
」
を
と
り
あ
げ
、
明

治
期
に
お
け
る
使
用
の
実
態
や
変
化
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

一　
目
的

ｏ
資
料

・
方
法

一
・
一　
目
的

・
方
法

女
子
書
簡
文
に
は
、
男
子
の
書
簡
文
に
は
見
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
ぉ
。）

こ
こ
で
は
、
女
子
書
簡
文
の
特
徴
を
江
戸
時
代
の
女
子
用
往
来
物

『
女
用
文

章
糸
車
』

（明
和
九

〈
一
七
七
二
と
　
の

「初
め
て
逢
た
る
方

へ
の
文
」
を
例

に
し
て
見
て
み
よ
う
。

′jヽ

椋

秀

樹



一
筆
申
上
ま
い
ら
せ
候
。
先
も
じ
は
初
て
御
げ
ん
に
入
候
て
、
年
比
御
な

じ
み
申
あ
げ
さ
ふ
ら
ふ
ご
と
く
、
る
る
と
御
物
語
い
た
し
御
嬉
敷
悦
ま
い

ら
せ
候
。
叡
は
誰
々
さ
ま
も
、
わ
た
く
し
か
た
へ
御
涼
が
て
ら
夕
方
御
出

の
約
束
申
上
ま
い
ら
せ
候
間
、
御
い
ざ
な
ひ
御
出
下
さ
れ
候
は
ば
限
り
な

ふ
悦
ま
い
ら
せ
候
。
か
し
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
九
ぺ
）

こ
の
文
例
の
な
か
で
は
、

「先
も
じ
」
と
い
う
女
房
詞
を
用
い
る
こ
と
、

「御

嬉
敷
」
の
よ
う
に
形
容
詞
に
接
頭
辞

「御
」
を
冠
す
る
こ
と
、
文
末
辞
に

「参

ら
せ
候
」
を
用
い
る
こ
と
の
三
点
が
女
子
書
簡
文
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
女
子
書
簡
文
の
特
徴
の
な
か
で
も

「参
ら
せ
候
」
は
、
右
の
短
い

文
例
の
な
か
に
四
例
、

『女
用
文
章
糸
車
』
全
体
で
は
一
六
六
例
用
い
ら
れ
て

い
る
。

「参
ら
せ
候
」
は
、
こ
の
よ
う
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
慣
用
表
現
と

な

っ
て
い
き
、
書
体
も
草
書
化
し
た
美
麗
な

「
ム
″
＜
こ

と
い
う
形
を
と

っ

て
い
る
。

「参
ら
せ
候
」
は
、
使
用
数
と
い
う
面
で
も
、
書
体
と
い
う
面
で
も
、

女
子
書
簡
文
を
特
徴
づ
け
る
語
な
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、

「参
ら
せ
候
」
を
と
り
あ
げ
、
明
治
期
に
お
け
る
使
用
の
実

態
を
調
査
し
て
い
く
こ
と
で
、
近
世
以
来
、
書
簡
文
の
規
範
と
な

っ
て
い
る
候

文
体
の
明
治
期
に
お
け
る
あ
り
よ
う
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

「参
ら
せ
候
」
の
明
治
期
に
お
け

る
使
用
の
実
態
を
使
用
数
及
び

「参
ら
せ
候
」
が
ど
の
よ
う
な
語
に
下
接
す
る

の
か
と
い
う
視
点
か
ら
調
査
す
る
。
ま
た
、
そ
の
際
、
書
体
に
も
着
日
し
、
考

察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一
・
二
　
資
料

今
回
の
調
査
で
は
、
次
に
あ
げ
る

一
五
点
の
女
子
用
往
来
物
を
資
料
と
し
て

用
い
る
こ
と
と
す
る
。

『女
年
中
用
文
章
』
　

松
川
半
山
著
　
明
治

一
一
・
二
刊
　
和
装
本

縦

一
八

二

支

横

〓

下

四
　
八
六
丁
　

〈
前
〉

『小
学
女
子
作
文
五
百
題
』

太
田
華
郎
編
　
明
治

一
三

・
五
版
権
免
許

和
装
本

上
巻

¨
縦

一
八

・
五
×
横

一
二
。
四
　
一ハ
九
丁

下
巻

¨
縦

一
八

・
四
×
横

一
二
・
三
　
一ハ
七
丁
　

〈
小
〉

『新
撰
女
用
文
章
』
　

西
野
古
海
著
　
明
治

一
五

・
五
刊
　
和
装
本

縦
壬

丁

七
×
横

一
五

・
八
　
一
〇
一
〒

　

〈
一じ

『細
膠
一刻
刊
∃
到
文
章
』

寺
井
与
三
郎
編
　
明
治

一
七

・
四
刊
　
和
装
本

上
巻

“
縦

一
七

。
九
×
横

一
二
・
二
　
一ハ
○
丁

下
巻

¨
縦

一
七

。
九
×
横

一
二
。
一　
四
七
丁
　
〈
小
〉

『新
選
女
子
用
文
操
鏡
』
　

香
川

一
秀
著
　
明
治
二
一
・
七
出
版
御
届

和
装
本

上
巻

¨
縦

一
二
。
九
×
横

一
二
・
二
　
一
〇
〇
丁

下
巻

¨
縦

一
二

。
九
×
横

一
二
・
四
　
五
三
丁

〈
，‐、Ｔ
〉

和
装
本

『稀
離
女
用
文
章
』

松
田
寅
造
著
　
明
治
二
三
刊

縦

一
八
×
横

一
二

。
四
　
一一一八
丁
　

〈
小
〉

『
女
用
文
章
』
　

沼
崎
清
忠
著
　
明
治
二
五

・
三
刊
　
和
装
本

縦

一
七
×
横

一
二
　
一二
〇
丁
　

〈
国
〉

『漸
感
引
副
刷
剣
層
文
』

川
上
文
彦
著
　
明
治
二
五

・
六
刊
　
洋
装
本

縦

一
八

・
五
×
横

一
二
。
一　
　
一
六
二
ぺ
　

〈
国
〉

『
女
子
新
用
文
』

環
翠
楼
主
人
著

明
治
三

一
・
七
刊

洋
装
本

縦

一
七

・
八
×
横

一
二

上
ハ
　
二
五

一
ぺ
　

〈一馴
〉

『
女
子
書
翰
文
』

岡
田
起
作
編

明
治
三

一
二

二
刊

和
装
本



上
巻

¨
縦
三
二
・
六
×
横

一
四

・
七
　
四
〇
丁

下
巻

¨
縦
二
二
。
四
×
横

一
四

・
八
　
四
〇
丁
　

〈
前
〉

『漸
刷
刻
判
剣
用
文
』
　

藤
波
女
史
著
　
明
治
三
五

。
一
刊
　
洋
装
本

縦

一
人
×
横

一
二
。
一
　

一
一
一〇
ぺ
　

〈
前
〉

『贈
女
子
細
刑
文
』
　

官
城
千
代
子
著
　
明
治
三
五

・
七
刊
　
洋
装
本

縦

一
八

。
二
×
横

一
二
　
一
七
九
ぺ
　

〈
国
〉

「新
編
女
子
書
簡
文
例
』
　

中
鄭
秋
香
著
　
明
治
四
〇

・
九
刊
　
和
装
本

縦
二
三
×
横

一
五

上
ハ
　
一
〇
三
丁
　

〈
一剛
〉

品
謡
文
の
ゆ
き
き
』

多
田
令
子
著
　
明
治
四
〇

。
一
一
刊
　
和
装
本

縦
二
四
×
横

一
五

・
八
　
七
八
丁
　
〈
国
〉

『新
撰
女
子
書
翰
文
』
　

家
庭
倶
楽
部
編
　
明
治
四
五

。
二
刊
　
洋
装
本

縦
三
二
Ｘ
横

一
六
　
一
一七
〇
ぺ
　

〈
国
〉

※
　

〈
前
〉
…
前
田
富
祓
蔵

　

〈
小
〉
…
小
椋
秀
樹
蔵

〈
国
〉
…
国
立
国
会
図
書
館
蔵

※
　
書
名
の
傍
線
部
は
、
本
稿
で
用
い
る
略
称
。

※
　
挙
列
に
あ
た

っ
て
、
漢
字
は
お
お
む
ね
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

「
ム
リ
～

」
は

「参
ら
せ
候
」
、
「
い

」
は

「候
」
に
改
め
た
。

適
宜
、
句
読
点
を
補

っ
た
。
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

二
　
調
査
結
果

本
節
で
は
、
明
治
期
女
子
用
往
来
物
に
お
け
る

「参
ら
せ
候
」
の
使
用
状
況

を
見
る
こ
と
と
す
る
。

調
査
結
果
を
表
１
に
示
し
た
。
表
１
に
は
、
各
資
料
ご
と
に

「参
ら
せ
候
」

の
使
用
数
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
各
資
料
の
量
的
な
違
い
を
考
慮
し
て
、

表
１

二
五
丁

（
五
〇
ペ
ー
ジ
）
中
の

「参
ら
せ
候
」
の
用
例
数
を
、
か
っ
こ
内
に
あ

（
４
）

げ
て
お
い
た
。

以
下
、

『年
中
用
文
』
か
ら

『女
子
普
通
』
ま
で
を
前
期
、

『用
文
操
鏡
』

か
ら

『帝
国
婦
女
』
ま
で
を
中
期
、

『女
子
新
用
』
以
降
を
後
期
と
い
う
ょ
う

に
三
期
に
分
け
て
、
実
際
の
用
例
な
ど
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二
・
一　
明
治
前
期
の

「参
ら
せ
候
」

表
１
を
見
る
に
、
明
治
前
期
の
資
料
に
お
い
て

「参
ら
せ
候
」
が
多
用
さ
れ

て
い
る
の
が
目
を
引
く
。
こ
の
時
期
に
は
、
江
戸
時
代
と
同
様

「参
ら
せ
候
」

が
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
世
の
規
範
を
守

っ
て
い
る
時
期
で

あ
り
、
そ
の
近
世
の
規
範
に
も
、
ま
だ
変
化
が
見
ら
れ
な
い
時
期
と
い
え
る
。

実
際
に
い
く
つ
か
の
用
例
を
見
て
い
く
。
た
だ
し
、
紙
数
の
関
係
で
、
す
べ

一
六
六

（
四
七
）

『
小
学
五
百
』
一　
二
四
二

（
四
四
）

〓
一
一　
一
一
（
ルし
一ハ
）

二
一ハ
○

（
五
五
）

二
一
〇

公
一一四
）

『婦
女
交
際
』
一　
　
一
〓
一
（
一
四
）

『女
用
文
章
』
一　
　
四
四

（
三
六
）

『帝
国
婦
女
』
一　
　
一
一
一
（　
〓
し

一
一エハ　．一　
（ルし
一
一）

一　一一一　
（
　
　
ｍ口
）

四
一
（
　
七
）

二

（○

。
四
）



て
の
資
料
に
つ
い
て
網
羅
的
に
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
『年
中
用
文
』

の
例
の
み
を
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

「参
ら
せ
候
」
が

一
般
の
動
詞
に

下
接
し
た
例
、
謙
譲
語
に
下
接
し
た
例
の
ふ
た
つ
に
分
け
て
示
す
。

ま
ず
、　
一
般
の
動
詞
に
下
接
し
た
例
と
し
て
は
、

殊
更
御
天
気
も
晴
や
か
に

一
し
ほ
悦
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
（
二
三
ウ
）

時
分
柄
薄
暑
を
催
し
参
ら
せ
候
と
こ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
三
ウ
）

頓
て
御
安
産
御
座
候
は
ん
と
祝
ひ
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
（
五
八
ウ
）

あ
な
た
様
に
も
御
満
足
の
程
察
し
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
（
六

一
オ
）

山
も
殊
の
外
賑
は
し
く
御
座
ま
し
候
は
ヽ
、
ち
か
き
に
帰
り
参
ら
せ
候

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（七
五
オ
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
謙
譲
語
に
下
接
し
た
例
と
し
て
は
、

御
庭
前
の
梅
花
此
頃
は
こ
ろ
び
は
し
り
候
よ
し
承
り
参
ら
せ
候
（
一
二
ウ
）

一
枝
申
受
度
願
ひ
上
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
三
オ
）

尚
文
の
外
御
げ
ん
も
じ
に
申
残
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
　
（
三

一
オ
）

松
魚

一
連
御
祝
儀
迄
に
進
上
い
た
し
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
（
五
八
ウ
）

御
産
着

一
重
視
ひ
進
じ
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六

一
オ
）

御
懇
も
じ
の
ほ
ど
御
嬉
し
く
存
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
　
（
八

一
ウ
）

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

「参
ら
せ
候
」
は
さ
ま
ざ
ま
の
語
に

下
接
し
て
お
り
、
女
子
書
簡
文
の
文
末
の
慣
用
表
現
と
し
て
幅
広
く
用
い
ら
れ

て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
用
例
の
な
か
で
注
意
し
た
い
の
は

「時
分
柄
薄
暑
を
催
し

参
ら
せ
候
と
こ
ろ
」
（
四
三
ウ
）
と
い
う
例
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「参
ら
せ
候
」

は

「参
ら
す
＋
候
」
と
い
う
語
構
成
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
謙
譲

語
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
人
称
と
関
わ
り
の
あ
る
場
面
で
用
い
ら
れ
る
の
が

本
来
の
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
、

「薄
暑
を
催
し
参
ら
せ
候
」
と
い
う
の
は
、

人
称
と
関
わ
り
の
な
い
場
面
で
の
使
用
例
で
あ
り
、
こ
れ
は

「参
ら
せ
候
」
が

丁
寧
語
化
し
た
例
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に

「参
ら
せ
候
」
が
丁
寧
語
化

し
た
例
は
、
全
体
か
ら
見
る
と
多
く
は
な
い
も
の
の
、
明
治
前
期
の
資
料
に
、

名
残
も
暫
く
に
成
り
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
（『年
中
用
文
』
八
二
ウ
）

日
に
そ
ひ
冷
や
か
に
な
り
参
ら
せ
候
　
　
（『
小
学
五
百
』
上

・
五
五
オ
）

仰
せ
の
通
こ
と
の
外
照
続
き
参
ら
せ
候
て
∩
女
子
普
通
』
上

。
三
九
ウ
）

な
ど
の
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の

『女
用
文
章
糸
車
』
に
も
、

春
も
く
れ
行
夏
に
向
ひ
参
ら
せ
候
て
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
五
ぺ
）

な
ど
の
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
も
、
明
治
前
期
は
近
世
に
つ
な
が
る

時
代
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
Ｔ

二
　
明
治
中
期
の

「参
ら
せ
候
」

表
１
を
見
る
と
、
使
用
数
に
お
い
て
各
資
料
ご
と
に
出
入
り
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
大
き
く
は
、

「参
ら
せ
候
」
を
多
用
す
る
も
の

（明
治
前
期
と
共
通

の
性
格
の
も
の
）
と

「参
ら
せ
候
」
を
多
用
し
な
い
も
の
と
に
分
け
ら
れ
そ
う

で
あ
る
。
前
期
と
同
様
に
近
世
の
規
範
を
守

っ
て
い
る
も
の
と
、
「参
ら
せ
候
」

が
衰
退
の
方
向
を
示
す
も
の
と
が
混
在
す
る
ユ
レ
の
時
期
と
も
い
え
よ
う
。

な
お
、
先
に
見
た
明
治
前
期
の
例
の
う
ち
、

「
参
ら
せ
候
」
が
人
称
に
関
わ

ら
な
い
場
面
で
用
い
ら
れ
た
例
は
、
当
期
で
姿
を
消
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
と

い
う
の
も
、

『用
文
操
鏡
』
に
は
、

追
／
ヽ
暖
か
に
な
り
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上

。
二
〇
オ
）

殊
の
外
き
び
し
き
暑
に
相
成
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
（上

・
五

一
オ
）

追
ノ
ヽ
冷
気
に
成
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（上

。
六
七
オ
）



こ
と
し
も
や
う
ノ
ヽ
末
に
な
り
参
ら
せ
候
　
　
　
　
（上

・
七
四
ウ
）

と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
以
降
の
資
料
に
は
、
こ
の
よ
う
な
例
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
明
治
前
期
に
も
そ
れ
は
ど
勢
力
を
持

っ
て
い
た
用

法
で
は
な
い
の
で
、

「参
ら
せ
候
」
の
衰
退
に
よ
り
早
く
に
姿
を
消
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

一
丁

〓
一　
明
治
後
期
の

「参
ら
せ
候
」

『普
通
新
用
』
で
は
明
治
前
期
の
資
料
と
同
様
に

「参
ら
せ
候
」
が
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
当
期
に
は

「参
ら
せ
候
」
の
用
例
数
は
総
じ
て
少
な
い
。

と
く
に

『
女
子
書
翰
』
で
は

「参
ら
せ
候
」
が
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
注
目
さ

れ
る
。
そ
の
は
か
の
資
料
も
、
二
五
丁

（
五
〇
ペ
ー
ジ
）
あ
た
り
の
用
例
数
は
、

ひ
と
け
た
の
数
と
な

っ
て
い
る
。

「参
ら
せ
候
」
の
使
用
数
に
出
入
り
が
あ
る

明
治
中
期
を
経
て
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は

「参
ら
せ
候
」
は
、
衰
退
の
方
向

へ
向
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
当
期
に
も
、
明
治
前
期
に
見
ら
れ
た
例
の
う
ち
用
い
ら
れ
な
く

な

っ
た
例
が
あ
る
。

「参
ら
せ
候
」
が

「
い
た
す
」
に
下
接
し
た
例
が
、
そ
れ

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

「
い
た
す
」
が
女
子
用
往
来
物
に
用
い
ら
れ
な
く
な

っ

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
明
治
後
期
の
資
料
に
も
、

展
覧
会
も
共
に
か
た
ら
ひ
縦
覧
い
た
し
侯

，
ハ
翁
女
子
新
用
』
二
五
ぺ
）

此
品
国
元
よ
り
到
来
い
た
し
候
に
つ
き
　
　
　
　
（『
女
子
書
翰
』
九
オ
）

何
町
何
番
屋
敷

へ
家
う
つ
り
い
た
し
候
　
　
　
（
『婦
女
報
知
』
九
五
ぺ
）

早
速
瓶
に
さ
し
床
に
す
え
て
賞
玩
い
た
し
候
　
（『新
編
文
例
』

一
〇
オ
）

な
ど

「
い
た
す
」
の
例
を
多
く
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
文
末
辞
が

「候
」
と
な

っ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

こ
の

「
い
た
し
侯
」
の
例
は
、
明
治
前
期
の
資
料
に
も
、

一
日
御
供
い
た
し
度
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『年
中
用
文
』
二
七
オ
）

な
ど
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
通
時
的
に
見
る
と
、
明
治
前

期
に
は

「
い
た
し
候
」

「
い
た
し
参
ら
せ
候
」
と
ふ
た
つ
の
形
が
あ

っ
た
が
、

後
期
に
な
る
と

「
い
た
し
候
」
の
み
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

「参
ら
せ
候
」
が

「
い
た
す
」
に
下
接
し
な
く
な

っ
た
理
由
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
見

通
し
と
し
て
、
次
の
二
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
先
に
あ
げ
た

「
い
た
し
候
」
の
例
の
な
か
に
、

「漢
語
＋
い
た
す
」

（漢
語
サ
変
動
詞
）
の
例
が
あ
る
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。
女
子
用
往
来
物

の
凡
例
な
ど
を
見
る
と

「漢
語
熟
字
な
ど
を
は
さ
み
、
も
し
く
は
虚
飾
の
字
句

を
用
ひ
、
又
は
入
ら
ざ
る
こ
と
を
く
ど
ノ
ヽ
し
く
書
く
な
ど
は
、
つ
ゝ
し
む
ベ

き
こ
と
な
り
」

（『新
選
女
子
用
文
姫
鏡
し

の
よ
う
に
、
女
子
の
書
簡
文
に
は

で
き
る
か
ぎ
り
漢
語
を
用
い
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
見
う

け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
漢
語
の
使
用
を
で
き
る
か
ぎ
り
避
け
る
と
い
う
意
識
を
背
景
と

し
て
、
女
子
書
簡
文
の
特
有
の
表
現
で
あ
る

「参
ら
せ
候
」
が
、
漢
語
サ
変
動

詞

（漢
語
＋
い
た
す
）
に
下
接
し
な
く
な
り
、

「候
」
を
下
接
さ
せ
る
方
向

ヘ

と
進
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「縦
覧
い
た
す
」

「賞
玩
い
た
す
」
な
ど
の

固
い
漢
語
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら

「参
ら
せ
候
」
は
、
結
び
つ
き
に
く
い
と
思

わ
れ
る
。

次
に
、

「
い
た
す
」
を
用
い
た
普
通
の
動
詞
か
ら
謙
譲
語
を
作
り
だ
す
形
式
、

只
お
）
＋
動
詞
＋
い
た
す
」
の
歴
史
的
な
面
に
目
を
向
け
た
い
。

普
通
の
動
詞
か
ら
謙
譲
語
を
作
り
だ
す
形
式
を
通
時
的
に
見
る
と
、
ふ
る
く

か
ら

「
（
お
）
＋
動
詞
＋
申
す
」
と
い
う
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、



幕
末
に
な
る
と

「
（
お
）
＋
動
詞
＋
い
た
す
」
と
い
う
形
式
が
成
立
し
、
只
お
）

＋
動
詞
＋
申
す
」
は
漸
減
し
て
い
Ｃ
¨

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
只
お
）
＋
動
詞
十
い
た
す
」
が
、
幕
末
に
成
立

し
た
新
し
い
形
式
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。　
一
方
、

「参
ら
せ
候
」
が
衰
退

に
向
か
う
と
い
う
こ
と
は
、

「参
ら
せ
候
」
が
古
い
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
古
い
も
の
と
意
識
さ
れ
る

「参
ら
せ
候
」
と

新
し
い
形
式
と
が
結
び
つ
か
な
く
な
る
と
い
う
の
は
、
自
然
な
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

な
お
、
こ
こ
に
述
べ
た
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
謙
譲
の
補

助

動

詞

「
い
た
す
」

「申
す
」
な
ど
の
往
来
物
で
の
使
用
状
況
全
体
に
つ
い
て
調
査
す

る
な
か
で
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
・
四
　

『普
通
新
用
』
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
、
明
治
後
期
の
資
料
の
な
か
で
、
ほ
か
と
異
な
る
傾
向
を
見
せ
た

『普
通
新
用
』
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

『普
通
新
用
』
は
、

「参
ら
せ
候
」
の
使
用
数
が
多
く

（表
１
）
、　
使
用
数

と
い
う
面
で
明
治
前
期
の
資
料
と
共
通
点
が
見
ら
れ
る
が
、

「参
ら
せ
候
」
が

下
接
す
る
語
に
関
し
て
も
、
明
治
前
期
の
資
料
と
の
共
通
点
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
後
期
の
資
料
で
は
、

「参
ら
せ
候
」
が
人
称
に

関
わ
ら
な
い
動
詞
に
下
接
し
た
例
、

「
い
た
す
」
に
下
接
し
た
例
は
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
、

『普
通
新
用
』
に
は
、
そ
れ
ら
の
例
が
、

玉
椿
千
代
も
代
ら
ぬ
君
が
代
の
長
閑
き
春
を
迎

へ
参
ら
せ
候

　

（
三
ぺ
）

惜
し
む
ば
か
り
の
日
数
と
相
な
り
参
ら
せ
候
　
　
　
　
　
　
（
八

一
ぺ
）

御
見
事
な
る
御
品
御
恵
み
下
さ
れ
御
遠
慮
な
く
頂
戴
い
た
し
参
ら
せ
候

無
人
に
暮
し
候
に
つ
き
御
無
沙
汰
い
た
し
参
ら
せ
候
　
　
（
一

な
ど
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
使
用
数
と

「参
ら
せ
候
」
が
下
接
す
る
語
に
つ
い
て
、
明
治

前
期
の
資
料
と
共
通
点
が
あ
り
、　
翌
日
通
新
用
』
は
、
明
治
前
御
ｂ
資
料
と
同

様
の
古
い
規
範
規
識
の
も
と
に
編
集
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同

年
に

「参
ら
せ
候
」
を
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い

『婦
女
報
知
』
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
、
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

〓
一

「参
ら
せ
候
」
の
衰
退
の
要
因

前
節
で
は
、
明
治
後
期
に
は
、
女
子
用
往
来
物
の
特
徴
的
な
語

で
あ

っ
た

「参
ら
せ
候
」
が
衰
退
の
方
向

へ
向
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
節

で

は

「参
ら
せ
候
」
が
衰
退
し
て
い
っ
た
要
因
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

「参
ら
せ
候
」
の
衰
退
の
要
因
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
江
戸
時
代
以
来

「参
ら
せ
候
」
は
、
つ
ね
に

「
た
″
―
と

の
よ
う
な
独
特
の
書
体
で
略
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

を
ふ
ま
え
る
と
、

「参
ら
せ
候
」
の
衰
退
の
要
因
を
考
え
る
に
は
、
語
い
史
的

な
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
文
字
史
的
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
下
、
書
体
に
注
目
し
、
考
察
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、

「参
ら
せ
候
」
を
多
用
す
る
明
治
前
期
の
資
料
を
見
る
と
、
図
１
に

示
す
よ
う
に

「参
ら
せ
候
」
は
、
江
戸
時
代
と
同
様
に
略
記
さ
れ
て
い
る
。
前

節
で
は
、
お
も
に
使
用
数
の
面
か
ら
、
明
治
前
期
は
近
世
の
規
範
を
守

っ
て
い

る
時
期
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
書
体
の
面
か
ら
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で

あ
る
。

○ 九
ペ ペ
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図

１

（
一
重
視
ひ
進
じ
参
ら
せ
候
）
　

　

『年
中
用
文
』

（
六

一
オ
）

ま
た
、
明
治
中
期
の

『
用
文
操
鏡
』

『
女
用
文
章
』
も
、
前
期
と
同
様
の
書

（
７
）

体
で
書
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
明
治
中
期
以
降
の

「参
ら
せ
候
」
を
あ
ま
り
用
い
な
い
資
料
は
、

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

『
女
子
新
用
』
で
は
、
図
２
に
示
す
よ
う
に
、

近
世
以
来
続
い
て
き
た

「
１
カ
７
１

」
と
い
う
独
特
の
略
記
さ
れ
た
書
体
で
は

な
く
、　
一
字
ず
つ
切
り
離
さ
れ
た
形
の
行
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
に

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
行
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
の
は

「参
ら

せ
候
」
の
み
で
は
な
く
、
図
２
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
資
料
全
体
で
あ
る
。

図
２今
逍
な
ら
入
■
ゐ
ら
せ
■
ち
ら
ち

『
女
子
新
用
』

（
三
ぺ
）

な
お
、

『帝
国
婦
女
』

『婦
女
報
知
』

『新
撰
書
翰
』
は

『
女
子
新
用
』
と

同
様
の
書
体
で
あ
る
。

『普
通
新
用
』
で
は

「参
ら
せ
候
」
は
略
記
さ
れ
た
形

と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
は

『
女
子
新
用
』
と
同
様
、　
一
字
ず
つ
切
り
離

（８
）

さ
れ
た
行
書
体
と
な

っ
て
い
る
。

『
女
子
書
翰
』

『新
編
文
例
』

『
女
子
消
息
』
で
は
、
ふ
た
た
び
全
体
が
草

書
体
で
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
（図
３
）
。
し
か
し
、
前
節
で
見
た
よ
う
に

『女

子
書
翰
』
に
は

「参
ら
せ
候
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
新
編
文
例
』

『
女
子
消
息
』
に
つ
い
て
は
、
文
例
全
体
が
草
書
体
で
書
か
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
図
３
に
示
す
よ
う
に

「参
ら
せ
候
」
は
略
記
さ
れ
て
い
な
い
。

図

３

‘́

移
嫁
争
力
Ｗ

動
化
―
ろ
ず
め
之
″
己
‘
倭

（御
悦
申
上
ま
ゐ
ら
せ
候
）
　
　
　
　
　
『新
編
文
例
』

（
六
四
オ
）

草
書
体
と
い
う
体
裁
か
ら
、
ふ
た
た
び
古
い
形
態

へ
回
帰
し
た
か
と
思
わ
れ

る
が
、

「参
ら
せ
候
」
を
略
記
し
な
い
と
い
う
点
は
、
明
治
後
期
の
ほ
か
の
資

料
と
共
通
し
て
い
る
。
や
は
り
、
明
治
後
期
の
資
料
と
し
て
の
特
色
を
持
つ
も

（
９
）

の
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

「参
ら
せ
候
」
の
用
例
数
の
減
少
と
書
体
の

変
化
と
は
、
非
常
に
よ
く
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
。
書
体
の
変
化
に
つ
い
て

は
、

「参
ら
せ
候
」
と
い
う
ひ
と
つ
の
語
に
つ
い
て
の
み
で
は
な
く
、
文
例
全

体
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

「参
ら
せ
候
」
の
衰
退
の

要
因
は
、
近
世
以
来
続
い
て
き
た
略
体
が
、
明
治
期
の
ひ
と
び
と
の
文
字
意
識

に
合
わ
な
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、

「参
ら
せ
候
」
を
略
記
し
な
い
と
い
う
方
法
も
あ
る
に
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
ば
あ
い
、
冗
長
に
な

っ
て
し
ま
い
、
逆
に
衰
退
を
う
な
が
す
要
因
と
な

っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
明
治
前
期
の
資
料
や
明
治
中
期
の

『
用
文
操
鏡
』

『女
用
文
章
』
を

見
る
と
、
江
戸
時
代
と
同
様

「様
」
の
書
体
も
略
体

（図
４
）
を
用
い
る
傾
向

が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
も
、
明
治
後
期
に
な
る
と
、
略
体
で
書
か
れ
る
こ
と
は
な

く
な
輸
”図
５
）
。
「参
ら
せ
候
」
と
同
様
の
書
体
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

図
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
５

″
‘

″

（御
許
様
）
『
年
中
用
文
』
（
五
六
オ
）

ち
な
る
晨

『女
子
新
用
』

（
七
五
ぺ
）
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と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
は
文
字
史
の
上
で
の
大
き
な
転
換
期
で
あ
る
。
明
治

三
三
年
に
制
定
さ
れ
た
小
学
校
令
施
行
規
則
で
は
、
ひ
ら
が
な

。
カ
タ
カ
ナ
字

体
の
整
理
が
行
わ
れ
た
。
ふ
る
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
ひ
ら
が

な
字
体
、
カ
タ
カ
ナ
字
体
か
ら
ひ
と
つ
の
字
体
が
選
ば
れ
、
選
ば
れ
な
か

っ
た

も
の
は
、
変
体
が
な
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
面
¨
ま
た
ヽ
出
版
活
動
で
は
、

明
治
初
期
に
は
和
装
本

（版
本
）
が
中
心
で
あ

っ
た
の
が
、
活
字
に
よ
る
出
版

へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
版
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
草
書
的
な
書

体
は
姿
を
消
し
、　
一
字
ず
つ
切
り
離
さ
れ
た
楷
書
的
な
書
体
と
な

っ
協
七

こ
れ
ら
の
変
化
と
本
稿
で
調
査
し
た

「参
ら
せ
候
」
の
書
体
の
変
化
と
は
、

ま
さ
に
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
近
代
に
お
い
て
、
ひ
と
び
と
は
草

書
的
な
書
体
か
ら
や
や
楷
書
的
な
書
体
を
志
向
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
明
治
時
代
に
は
、
ひ
と
び
と
の
文
字
に
対
す
る
意
識
に
変
化
が
起

こ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
節
で
述
べ
た
こ
と
は
、
ま
だ
調
査
が
十
分
で
な
い
た
め
に
、
ひ
と

つ
の
見
通
し
を
提
示
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
と
ど
ま
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

今
後
、
さ
ら
に
精
査
し
、
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
述
べ
た

文
字
史
的
な
た
ち
ば
で
考
え
て
い
く
と
い
う
視
点
は
、
重
要
な
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。お

わ

り

に

以
上
、
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
次
に
ま
と
め
る
。

一
．
　

江
戸
時
代
の
女
子
の
書
簡
文
に
特
徴
的
で
あ

っ
た

「参
ら
せ
候
」
は
、

明
治
中
期
頃
か
ら
各
資
料
ご
と
に
使
用
数
に
出
入
り
が
見
え
は
じ
め
る
。

後
期
に
な
る
と
、
全
体
と
し
て

「参
ら
せ
候
」
は
、
ほ
と
ん
ど
用
い
ら

れ
な
い
よ
う
に
な
る
。

二
　

　

「
参
ら
せ
候
」
が
人
称
に
関
わ
ら
な
い
場
面
で
使
用
さ
れ
た
例
は
明

治
中
期
に
、

「
参
ら
せ
候
」
が

「
い
た
す
」
に
下
接
し
た
例
は
明
治
後

期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
な
く
な
る
。

三
　

　

「参
ら
せ
候
」
の
衰
退
は
、
明
治
期
に
お
け
る
文
字
意
識
の
変
化
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
結
果

一
か
ら
は
、
明
治
後
期
か
ら
、
候
文
体
の
女
子
書
簡
文
と
し
て
は
、

「参
ら
せ
候
」
を
用
い
な
い
形
が
規
範
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
は
じ
め
た
と

い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
か
。

な
お
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
右
の
調
査
結
果
は
、
本
稿
で
調
査
し
た
資
料
で
の

結
果
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
見
通
し
で
あ
る
。
今
後
、
よ
り
多
く
の
資
料
を
調
査

し
て
い
き
、
変
化
の
時
期
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
近
代
語
研
究
の
対
象
と
し
て
、

従
来
あ
ま
り
か
え
り
み
ら
れ
な
か

っ
た
、
候
文
体
の
書
簡
文
に
お
い
て
も
、
変

化
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が

っ
て
、
近
代
に
お
け
る
候
文
体
の
書

簡
文
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

注（１
）

飛
田

（
一
九
九
二
）
「第
三
章
　
一局
山
樗
牛
の
書
簡
文
の
文
体
」
な
ど
を
参

照
。

（
２
）

女
子
書
簡
文
の
語
い
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
佐
藤

（
一
九
九
〇
）
一
五
か

ら
一
六
ぺ
を
参
照
。

（
３
）

今
回
の
調
査
資
料
は
、
見
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
い
う
点
で
は
、
恣
意
的

に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
面
が
あ
り
、
量
的
に
も
こ
れ
で
十
分
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
資
料
を
と
り
あ
げ
て
あ
る
の
で
、
お
お
よ

そ
の
流
れ
は
把
握
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
書
簡
の
語
い
や
文
章
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
何
を
資
料
と
し
て
使

う
か
と
い
う
こ
と
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
ろ
う
。
わ
た
し
は
、
書
簡
の

語
い
や
文
章
を
研
究
す
る
に
は
、
特
定
個
人
の
書
簡
を
資
料
と
す
る
よ
り
も
、



広
く
一
般
に
通
用
す
る
よ
う
に
書
か
れ
た
往
来
物

（書
簡
文
例
集
）
を
使
の
が

良
い
と
考
え
て
い
る
。
往
来
物
は
、
ル
ビ
な
ど
に
よ
り
語
形
の
確
定
が
し
や
す

い
な
ど
、
語
い
研
究
資
料
と
し
て
有
用
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
量
的
に
豊
富

で
あ
る
と
い
う
点
も
本
稿
の
よ
う
な
通
時
的
研
究
に
適
し
て
い
る
。

（４
）

，ビ
」
で
い
う
二
五
丁

（
五
〇
ベ
ー
ジ
）
あ
た
り
の
使
用
数
と
は
、
用
例
数
を

丁
数

（
ベ
ー
ジ
数
）
で
割
っ
て
得
ら
れ
た
数
に
、
二
五

（
五
〇
）
を
掛
け
た
数

値
で
あ
る
。

（
５
）

明
治
期
に
は

「
（お
）
＋
動
詞
＋
申
す
」

の
勢
力
は
、　
い
ま
だ
強
い
状
態
に

あ
る
。
な
お
、
只
お
）
＋
動
詞
＋
申
す
」
や
只
お
）
＋
動
詞
＋
い
た
す
」
な
ど
の

形
式
の
歴
史
的
な
推
移
に
つ
い
て
は
、
小
松

（
一
九
六
八
）
三
二
四
か
ら
三
二

八
ぺ
を
参
照
。

（
６
）

『
普
通
新
用
』
の
著
者
宮
城
千
代
子
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
『
女
の
て
が
み
』

（明
三
三
）
と
い
う
女
子
用
往
来
物
も
編
さ
ん
し
て
い
る
。
こ
の
往
来
物

の

「参
ら
せ
候
」
の
使
用
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
全
七
一
ペ
ー
ジ
中
に
七
四
例

用
い
ら
れ
て
お
り
、
五
〇
ペ
ー
ジ
あ
た
り
の
使
用
数
を
見
て
も
五
二
例
と
高
い

数
値
と
な
っ
て
い
る
。

『
普
通
新
用
』
と
同
様
に

「参
ら
せ
候
」
を
多
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
普
通
新
用
』
が

「参
ら
せ
候
」
を
多
用
す

る
の
は
、
著
者
官
城
千
代
子
の
規
範
意
識
に
よ
っ
て
お
り
、
彼
女
の
規
範
意
識

が
明
治
前
期
と
共
通
す
る
古
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
往
来

物
の
背
景
と
し
て
、
著
者
が
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

も
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
７
）

書
体
に
つ
い
て
も
、

『
用
文
操
鏡
』

『
女
用
文
章
』
が
近
世
の
規
範
を
守
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
８
）

『婦
女
交
際
』
の
書
体
は
、
草
書
体
と
な
っ
て
い
る
が
、

「参
ら
せ
候
」
の

用
例
数
は
少
な
く
、
そ
の
よ
う
な
点
で
注
目
さ
れ
る
。
次
代
へ
つ
な
が
る
変
化

を
見
せ
つ
つ
も
、
前
代
の
規
範
を
守
る
側
面
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う

か
。
二
五
丁
あ
た
り
の
使
用
数
が
、
同
期
の
は
か
の
資
料
と
比
較
し
て
中
間
的

な
数
値
と
な
っ
て
い
る
点
も
、
そ
の
よ
う
な
性
格
の
現
れ
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）

明
治
三
〇
年
代
、
四
〇
年
代
は
、
文
明
開
化
以
来
の
急
激
な
西
洋
化
の
反
動

で
、
復
古
主
義
が
起
こ
っ
た
。

『
女
子
書
翰
』

『
新
編
文
例
』

『
女
子
消
息
』

が
和
装
本
で
、
書
体
も
草
書
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
風

潮
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
図
３
を
見
る
と
、
図
１
に
示
し
た
明
治
前
期
の
資
料
ょ
り
も
線

の
細
い
、
流
麗
な
感
じ
の
書
体
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
前
期
よ
り
も
、
さ
ら
に

古
い
時
代
に
範
を
求
め
て
い
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
で
述
べ
た

よ
う
に

「参
ら
せ
候
」
の
使
用
状
況
は
、
ほ
か
の
明
治
後
期
の
資
料
と
共
通
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
復
古
主
義
の
影
響
は
、
お
も
に
和
装
本
、
草
書
体
な

ど
、
本
の
体
裁
に
と
ど
ま
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。
当
期
の
候
文
の
形
式
を
守

り
つ
つ
、
古
め
か
し
さ
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
完
全
に
古
い
形
態
を
志
向
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

に
な

２
つ

。

（
１０
）

草
書
体
で
つ
づ
ら
れ
て
い
る

『
女
子
書
翰
』

『新
編
文
例
』

『
女
子
消
息
』

で
も
、

「様
」
は
略
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
も
、
本
文
及
び
注
９
で
述
べ

た
こ
と
と
合
致
す
る
。

（ｎ
）

飛
田

（
一
九
九
二
）
七
六
三
ぺ
を
参
照
。

（‐２
）

前
田

（
一
九
九
四
）
二
〇
七
ぺ
を
参
照
。

補
注
こ
こ
で
は
、
往
来
物
の
形
態
に
つ
い
て
、
若
千
述
べ
て
お
く
。

明
治
一
〇
年
代
ま
で
は
、
本
の
形
態
は
和
装
本
、
版
本
仕
立
て
で
、
書
体
も
流

麗
な
草
書
体
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
明
治
一
〇
年
代
を
近
世
的
規
範
を
引

き
継
い
で
い
る
時
期
と
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
が
、
往
来
物
の
出
版
形
態
か
ら
も
、

そ
の
よ
う
に
い
え
る
の
で
あ
る
。

明
治
二
〇
年
代
に
は
、
洋
装
本
の
往
来
物
が
刊
行
さ
れ
は
じ
め
る
。
こ
れ
ら
の

往
来
物
で
用
い
ら
れ
た
書
体
は
、
お
も
に
一
字
一
字
切
り
離
さ
れ
た
形
の
僣
書
体

や
行
書
体
で
あ
り
、
連
綿
の
草
書
体
は
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
洋
装
本
の
往
来
物
が
刊
行
さ
れ
る
一
方
で
、
明
治
三
〇
年
代
に
は
、

ふ
た
た
び
和
装
本
の
往
来
物
が
刊
行
さ
れ
は
じ
め
、
書
体
も
草
書
体
の
も
の
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
当
時
の
復
古
主
義
の
風
潮
の
反
映
と
考
え
ら
れ

る

（注
９
を
参
照
）。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
往
来
物
の
書
名
に
は
、
特
有
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
明
治
三
〇
年
代
後
半
以
降
の
女
子
用
往
来
物
で
は
、

『
女
子
消
息
文
の
手

ほ
ど
き
』

（明
三
六
）

『
女
子
消
息
文
の
し
を
り
』

（明
三
九
）

『
女
子
消
息
文

の
志
を
り
』

（明
四
〇
）

『
女
子
消
息
文
の
ゆ
き
ヽ
』

（明
四
〇
）

『
女
子
消
息

か
り
の
つ
ば
さ
』

（明
四
二
）

『
女
子
消
息
の
か
き
ぶ
り
』

（明
四
三
）
な
ど
、

書
名
に

「消
息
」
を
冠
し
た
も
の
、
ま
た

「
し
お
り
」

「
か
き
ぶ
り
」
な
ど
の
か
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な
書
き
の
和
語
を
用
い
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
復
古
主
義
の
風

潮
が
も
っ
と
も
顕
著
に
往
来
物
の
形
態
に
現
れ
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
、
往
来
物
の
形
態
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
明
治
期

の
文
字
意
識
の
変
化
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
往
来
物
を
分
類
整
理
し

て
い
く
作
業
の
な
か
で
、
重
要
な
基
準
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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献

小
松
寿
雄

（
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九
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）
「
お
…
…
す
る
』

『
お
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す
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『
お
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…
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る
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の
用
法
」

『
近
代
語
研
究
』
二

佐
藤
喜
代
治

（
一
九
九
〇
）

「侯
文
の
性
格
」

『
日
本
語
学
』
九
‐
八

飛
田
良
文

（
一
九
九
二
）

『
東
京
語
成
立
史
の
研
究
』
東
京
堂
出
版

前
田
富
讃

（
一
九
九
四
）

「『
た
け
く
ら
べ
』
に
お
け
る
平
仮
名
の
書
体
と
字
体
」

『
国
語
文
字
史
の
研
究
』
二

テ
キ
ス
ト

『
女
用
文
章
糸
車
』

今
日
本
教
科
書
大
系
　
往
来
編
』
一
五
）

『
新
選
女
子
用
文

姫
鏡
』

（藤
川
瑞
山
著
　
明
三
一
・
一
〈
一
二
版
〉
刊
）

付
記
　
本
稿
は
、
平
成
七
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会

（平
成
八
年

一
月
一

五
日
・
於
大
阪
大
学
）
に
お
け
る
日
頭
発
表
に
一
部
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

―
―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―
―


